
豊中市立野畑小学校「学校だより」                   人権尊重を基盤とし、創造性豊かで積極的に行動する子どもの育成 
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令和４年（２０２２年）１２月２３日 発行・野畑花だよりは、野畑小学校のホームページでもご覧いただけます。http://www.toyonaka-osa.ed.jp/cms/nobatake/ 

いつもこころに ○の○ば○た○け    ○の  のびのび 野畑 合言葉   ○ば  バリアフリーで 笑顔がいっぱい   ○た  体験 楽しい 学びたい    ○け  計画立てて 相談 確認 

 

めざす学校像 
互いに認め合い、高め合う学校 

みんなが安心できる居心地のいい学校 

開かれた学校（学校・家庭・地域がつながりあうことを大切にする学校） 

１２月１６日～２１日まで個人懇談でした。久しぶりに来校された方も多かったのではないでし

ょうか。少ない時間ではありましたが、子どもたち一人ひとりの２学期の頑張りを確認し、来学期

につながる有意義な話し合いができたのではないでしょうか。お忙しい中本当にありがとうござい

ました。３学期も参観を予定しています。 

 ８月２５日から始まった２学期も今日で終わり、令和４年（2022年）も残すところ１週間となり

ました。１２月に入り、寒さも本番を迎えると同時に、新型コロナウイルスの陽性者も増加してき

ました。今年も新型コロナウイルスの感染症との共存を余儀なくされた一年でした。学校内におい

てもできる限りの感染対策をして授業や活動を進めてきました。昨年は出来なかったきょうだい学

級や音楽交流会の取り組み、多くの出前授業や体験学習を実施することができました。行事の多い

２学期を通して、友達と協力することの大切さに気付き、主体的に取り組む姿が多くみられました。 

 明日からは冬休みです。クリスマスや年越し、お正月と子どもたちには楽しい行事が続きます。

少人数で集まれたり、離れている親戚と久しぶりの再会ができたりするかもしれませんね。それで

も、インフルエンザや新型コロナウイルスに感染しないように、手洗い、マスク、手指の消毒、換

気などいつもの感染対策をとりながら、年末・年始ならではの行事を経験したり、新年の目標や将

来の夢についても語り合ったりしてください。どうぞ、皆さま健康で良いお年をお迎えください。

そして、来年もよろしくお願いいたします。 

 

昨はぐくみ隊のボランティアさんが毎日何人か来てくださって、消毒作業を行って
もらっています。本当にありがとうございます。おかげで気持ちよく使用させてい
ただいています。トイレの清掃消毒に使ったタオルは、捨てなければならないので、
たくさんご寄付いただいた古タオルがもうこれだけになってしまいました。 

ご家庭に古タオルがございましたらご寄
付いただけると助かります。切って使います
ので、バスタオルでも構いません。3学期の
初めに持ってきていただけると助かります。
どうかよろしくお願いします。 

新しく１１月２２日からＳＣ（スクールカウンセラー）が本校に派遣されています。 

毎週火曜日１０：３０～１７：００小熊（こぐま）容子先生です。よろしくお願いします。 

また、本校にはＳＳＷ（スクールソーシャルワーカー）江木先生も派遣されています。 

加えて１４中学校のスクールカウンセラー月１回第２金曜日午後２時～に相談いただくこと

もできます。 

「最近元気がないんだけど」「子育てどうしたらいい」「なかなか学校に行きにくい」など、どんな

ことでもかまいません。子ども本人でも、保護者の方でも相談したいことがある場合は遠慮なくお

電話ください。早めの対応が肝心です。よろしくお願いします。 

教育相談窓口  （野畑小学校 電話 06-6849-7676） 

豊中市教育センターから派遣されていた教育相談員（臨床心理士）は、終了いたしました。 

※ 保護者の方との意思疎通は何より大切です。個人懇談・家庭訪問は随時行いますのでご希

望の時はいつでも担任までお知らせください。 

 

① 「早ね・早起き・朝ごはん」など規則的生活習慣の継続と毎日の健康観察と部屋の換気を。 

夜更かしや暴飲暴食をしやすい時期です。規則正しい生活を心がけ免疫力をつけましょう。 

② お手伝いをすすんでしましょう。冬休みは年末の大掃除・新年を迎える準備など、おうちの中

でいろいろな仕事があります。ぜひお子さんに手伝わせてあげてください。「自分が家族の役に

立っている」という思いは大きな自信になり、子どもの自己肯定感を高めます。家族からの「あ

りがとう」は次への意欲につながります。 

③ 安全な生活を心がけましょう。（「冬休みのくらし」をお子さんと確認してください。） 

・校区外へは、子どもだけで出かけない。ゲームセンターなどは大人と一緒に。 

・ふだんより高額なお金を手にする時期です。お金の使い方はお家の人と相談を。 

・交通ルールを守ろう。人にやさしい道路の歩き方・自転車の乗り方を。 

・知らない人からの声掛けに注意。（「イカ」のおすし） 

   ○ついてイカない。   ○車にはのらない。   ○大声をだす。 

   ○すぐ逃げる。     ○大人の人に知らせる。 

・人の迷惑になるような遊びはやめましょう。 

・インターネット、携帯、スマホ、ゲームなど、SNSでのトラブルに巻き込まれないよう、使

い方の約束をお家で確認しましょう。 

   ・習い事や塾で夜に出かける場合は、家族でしっかり約束をしておきましょう。 

 

◎ 不審者等に遭遇したときは、 

   まず、豊中警察 （6849-1234）に一報を。（緊急は 110番に） 

   次に、野畑小学校（6849-7676）へ連絡を。 

 



もし冬休み中にコロナウイルス陽性と判明したら・・・ 

●連絡をいただく対象者・段階 

 ・対象者…児童本人。・段 階…対象者の陽性が分かったとき（発症日と自宅待機がいつまで） 

    ※同居者の情報は連絡不要です。 

●～１２月２８日（水）・１月４日（水）～学校へご連絡ください。 

８：３０～１７：００ 野畑小（06-6849-7676） 

１２月２９日～１月３日までの連絡は４日以降にお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

小中交流会～第十四中学校へ 12/２（金） 

まずは、野畑小学校と北緑丘小学校の６年生が中学校の運動場前に集合してから、クラス単位で

中学生の授業を見に行きました。私は中学３年生のクラスを見に行きました。理科や英語、数学の

授業を見学しました。さすがは受験生授業も真剣そのものでした。子どもたちは、自分たちがつい

ていけるかとても不安そうに授業を見ていました。 

その後体育館に移動し、２校の６年生が全員集まりました。生徒会からの話を聞きました。生徒

会が中学校の紹介をしてくれました。校則や制服についてミニコントを交えて楽しく説明してくれ

ました。そのあとは、おまちかねのクラブ見学でした。どのクラブに入ろうかと真剣に悩みながら

見ていました。最後は、野畑小の児童が代表してお礼を言って帰りました。 

残り約三か月、充実した小学校生活を送り、４月からの中学生へ向けて、気持ちの準備をしてい

きましょう！ 

 

 

 

12 月 10 日は世界人権デーでした。日本では１２月 4 日から 10 日までを人権週間

としています。今年で７４回目になります。 

 今年のテーマは「誰か」のことじゃないです。いったいどういう意味でしょうか？ちょ

っと難しいですが、今日は人権とはなにか皆さんと一緒に考えたいと思います。 

「人権」とは「人の権利」と書きます。わかりやすいように言うと、「一人ひとりが大切

にされ、幸せに生きること」です。子どもにとっての人権とは、きれいな水を飲み、栄養

のある食べ物を食べ、清潔な服を着て、安全なおうちで過ごし、暖かいお布団で眠ること

ができる。学校で楽しく勉強をすることができ、友達と仲良く遊ぶことができる。そんな

生活です。 

「そんなの当たり前のことでしょう？」と思う人もいるかもしれません。けれども世界

には、食べ物がない、おうちがない、勉強をしたくてもすることがゆるされないなど、皆

さんが当たり前と思っているような生活が、あたり前にできない子どもがたくさんいま

す。つまり、人権が守られていない子どもたちです。それだけではありません。もしかす

ると、みなさんの中にも、人権が守られない子どもがいるかもしれません。「じょうだん

だよ、ちょっとふざけただけだよ。」と思っていても、相手の子は「なんでいつもぼくだ

け、わたしだけ・・・かなしいなあ」といじめられて嫌な思いをしていたら、その子ども

の人権は守られていないことになります。 

（しあわせという絵本の読み聞かせをしました。） 

どうでしたか。みなさんはどう思いましたか？ 

自分が言っていることやしていることは、相手の子をきずつけ 

てはいませんか？知らない間に友達の人権を傷つけないためには、相手の気持ちを考え、

相手の事を理解しようとする「やさしい心」が大切だと私は思います。皆さんのまわりに

辛い思いをしている人はいませんか。振り返ってみてください。と話しました。 

 このコロナ禍で子どもたちもストレスを抱える生活をしています。ちょっとした相手へ

の気遣いでお互い気持ちの良い思いで生活できるのではないでしょうか。 

１２月６日全校朝会での話 

～子どもたちの人権について 


